
こ
ま
ち
ダ
ム
が
完
成 

こ
ま
ち
ダ
ム
が
完
成 

３
月
１９
日
、
こ
ま
ち
ダ
ム
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

地
権
者
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
数
の
方
が
ダ
ム
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
係
記
事
２
・
３
ペ
ー
ジ
） 
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「こまちダム賛歌」の歌碑の前で記念撮影をする小野新町小学校合唱部のみなさんと 
作詞・作曲者の野地弘治さん、佐藤雄平知事、宍戸町長（中央左から） 
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ま
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ダ
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ム
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成
！ 
こ
ま
ち
ダ
ム
完
成
！ 
こ
ま
ち
ダ
ム
完
成
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３
月
１９
日
、
黒
森
川
（
菖
蒲
谷
地
内
）
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た 

こ
ま
ち
ダ
ム
の
竣
工
式
が
、
ダ
ム
サ
イ
ト
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

万
歳
三
唱
を
す
る
大
和
田
議
長 

　
竣
工
式
で
は
、
佐
藤
知
事
と
「
こ
ま
ち
湖
」
の
命
名

者
で
あ
る
鈴
木
恵
海
菜
さ
ん
（
浮
金
）
に
よ
り
、
湖
の

名
称
が
刻
ま
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
が
行
わ
れ
、
こ
ま
ち

ダ
ム
の
竣
工
と
新
し
く
で
き
た
湖
の
誕
生
を
祝
い
ま
し

た
。 

 

　
ま
た
、
平
成
１５
年
に
着
工
し
た
こ
ま
ち
ダ
ム
を
記
念

し
、
ダ
ム
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
振
興
を
願
っ
て
寄
贈
さ
れ
た

「
こ
ま
ち
ダ
ム
讃
歌
」
を
刻
ん
だ
歌
碑
の
除
幕
が
、
佐

藤
知
事
、
宍
戸
町
長
、
作
詞
・
作
曲
者
の
野
地
弘
治
さ

ん
（
福
島
市
）、
小
野
新
町
小
学
校
合
唱
部
の
み
な
さ

ん
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
歌

碑
を
囲
ん
で
小

野
新
町
小
学
校

合
唱
部
の
み
な

さ
ん
に
よ
り
「
こ

ま
ち
ダ
ム
讃
歌
」

が
披
露
さ
れ
、

子
ど
も
達
の
元

気
な
歌
声
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に

響
き
わ
た
り
ま

し
た
。 

　
続
い
て
、
こ

ま
ち
ダ
ム
の
竣

工
を
祝
っ
て
、

佐
藤
知
事
、
国
土
交
通
大
臣（
代
理
）、
玄
葉
衆
議
院
議
員
、

荒
井
参
議
院
議
員
、
宍
戸
町
長
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
、

ま
た
東
北
地
方
整
備
局
長
、
渡
辺
県
議
会
議
員
、
安
瀬
県

議
会
議
員
、
県
土
木
部
長
、
県
中
地
方
振
興
局
長
、
田
村

地
方
市
町
長
会
長
、
市
町
議
会
議
長
会
長
、
こ
ま
ち
ダ
ム

地
権
者
会
長
に
よ
り
く
す
玉
開
披
が
行
わ
れ
、
小
野
町
議

会
議
長
の
万
歳
三
唱
に
よ
り
竣
工
式
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
ま
ち
ダ
ム
は
、
洪
水
調
整
、
水
道
用
水
供
給
、
既
得

取
水
の
安
定
化
、
河
川
環
境
保
全
の
た
め
の
流
量
確
保
を

目
的
に
、
福
島
県
が
事
業
主
体
と
な
り
建
設
さ
れ
た
多
目

的
ダ
ム
で
、
平
成
１９
年
度
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
す
。 

 

記念碑の除幕を行う佐藤知事と鈴木恵海菜さん 

「こまちダム賛歌」歌碑の除幕 



解散式であいさつをする小野博康地権者会長 

こまちダム建設事業経過 

工
事
前
の
ダ
ム
予
定
地
 

工
事
前
の
ダ
ム
予
定
地
 

３ 

 

こ
ま
ち
ダ
ム
地
権
者
会
 

記
念
碑
除
幕
 

こ
ま
ち
ダ
ム
地
権
者
会
 

記
念
碑
除
幕
 

貴
重
な
思
い
出
に
感
慨
ひ
と
し
お
 

記
念
碑
の
除
幕
を
す
る
関
係
者
の
み
な
さ
ん
 

　
竣
工
式
終
了
後
に
は
、
こ
ま
ち
ダ
ム
地
権
者
会
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
こ
ま
ち
ダ
ム
地
権
者
会
は
、
平
成
７
年
７
月
に
、
こ
ま
ち
ダ
ム
建
設
事
業
の
用
地

買
収
及
び
補
償
等
に
関
し
、
地
権
者
相
互
の
連
絡
調
整
を
図
る
と
共
に
地
権
者
の
意

向
を
集
約
し
、
必
要
に
応
じ
関
係
機
関
と
諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
式
で
は
、
宍
戸
町
長
、

大
和
田
議
長
、
会
田
副
議
長
、

県
中
建
設
事
務
所
長
、
菖

蒲
谷
行
政
区
長
、
雁
股
田

行
政
区
長
、
そ
し
て
こ
ま

ち
ダ
ム
地
権
者
会
長
及
び

役
員
に
よ
り
記
念
碑
の
除

幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
記

念
碑
に
は
、
地
権
者
会
と

こ
ま
ち
ダ
ム
の
関
わ
り
、

用
地
等
の
協
力
内
容
、
そ

し
て
関
係
地
権
者
の
名
前

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
最

後
に
、
こ
ま
ち
ダ
ム
地
権

者
会
庶
務
の
万
歳
三
唱
に

よ
り
、
式
が
終
了
し
ま
し
た
。 

　
こ
ま
ち
ダ
ム
地
権
者
会
は
、

同
日
で
解
散
し
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
さ

れ
た
方
々
に
、
紙
面
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 



平成１９年度当初予算の概要 平成１９年度当初予算の概要 

平成19年度当初予算各会計の状況 

主な投資的事業（100万円以上） 町民一人あたりの予算 
　　　　　　（一般会計） 
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平
成
１９
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

３７
億
７
千
３
百
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予

算
対
比
▲
７
・
１
％
、
２
億
８
千
７
百
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。 

　
減
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
こ
ま
ち

ダ
ム
・
こ
ま
ち
浄
水
場
整
備
終
了
に
伴
う

出
資
金
の
減
、
退
職
者
の
不
補
充
等
に
よ

る
人
件
費
の
減
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
各

種
経
常
経
費
の
削
減
等
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
平
成
１９
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

国
の
構
造
改
革
の
影
響
に
よ
り
引
き
続
き

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
限
ら
れ
た
財

源
を
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
に
配
分
す
る

た
め
、
既
存
事
業
の
必
要
性
、
重
要
性
、

緊
急
性
等
を
検
証
し
、
併
せ
て
歳
出
の
徹

底
し
た
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
第
３
次
小
野
町
振
興
計
画
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
『
人
口

の
増
加
』
に
つ
な
が
る
施
策
と
し
て
「
子

育
て
、
子
育
ち
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」、

「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
安
全
、
安
心
、

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
事
業
予
算
を
優

先
に
配
分
す
る
と
と
も
に
、「
笑
顔
と
が

ん
ば
り
行
革
大
綱
」
の
基
本
方
針
に
沿
っ

て
編
成
し
ま
し
た
。 

 

●
歳
　
　
入 

　
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
予
算
の
う
ち
、

町
税
に
お
い
て
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に

伴
う
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
の
要
因

に
よ
り
前
年
度
比
１３
・
９
％
、
１
億
２
千

２
百
万
円
の
増
を
見
込
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
所
得
譲
与
税
の
廃
止
や
地
方
特
例
交

付
金
の
縮
小
等
に
よ
り
大
幅
な
減
額
と
な

る
ほ
か
、
本
町
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
地

方
交
付
税
に
お
い
て
も
、
地
方
財
政
計
画

に
基
づ
き
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
減
額

を
見
込
み
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

財
政
調
整
基
金
よ
り
１
億
円
を
繰
り
入
れ

し
て
、
財
源
の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。 

 

●
歳
　
　
出 

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上
に
支

出
す
る
一
般
会
計
の
歳
出
は
、
議
会
費
で

議
会
改
選
期
に
伴
い
前
年
比
２
・
１
％
の

増
、
総
務
費
で
戸
籍
電
算
化
事
業
、
選
挙

経
費
等
の
増
加
に
よ
り
２
・
４
％
の
増
、

民
生
費
で
他
会
計
繰
出
金
等
の
増
加
に
よ

り
２
・
５
％
の
増
の
ほ
か
、
災
害
復
旧
費

で
１８
年
発
生
の
凍
上
災
に
よ
り
大
幅
な
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

水
道
事
業
へ
の
出
資
が
完
了
し
大
幅
に
減

額
と
な
る
衛
生
費
を
は
じ
め
、
全
て
の
費

目
で
減
額
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
な
お
、
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。 

一
般
会
計
当
初
予
算
３７
億
７
千
３
百
万
円 
一
般
会
計
当
初
予
算
３７
億
７
千
３
百
万
円 
一
般
会
計
当
初
予
算
３７
億
７
千
３
百
万
円 

平
成
１９
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 



平成１９年度当初予算の概要 平成１９年度当初予算の概要 

 

63.9％ 
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民生費 ８億７,１８６万９千円 
（２３.１％） 

公債費 ６億７,２９７万７千円（１７.８％） 

衛生費 ４億９,２８６万円 
 （１３.１％） 

総務費 ４億７,４４５万４千円 
（１２.６％） 

教育費 ４億２,２３２万円 
（１１.２％） 

町 　 民 　 税  ４０６,３７５ 

１,００３,１０８ 

４９６,４４９ 
２３,６３６ 
７６,４４０ 
２０８ 

３００,９１４ 

８８０,８４１ 

４７９,７２９ 
２３,１９０ 
７６,８００ 
２０８ 

１０５,４６１ 

１２２,２６７ 

１６,７２０ 
４４６ 
△３６０ 

０ 

３５.０ 

１３.９ 

３.５ 
１.９ 

△０.５ 
０.０ 

固 定 資 産 税  
軽 自 動 車 税  
町 た ば こ 税  

合 　 　 　 計  
入 湯 税 外  

科　目 本年度予算額 
町税の状況 （単位　千円、％） 

前年度予算額 比　較 増減率 

地方交付税 １５億８,０００万円（４１.９％） 

町債 ２億４,５９０万円（６.５％） 

国庫支出金 1億７,６６８万７千円（４.７％） 

県支出金 1億５,０７２万５千円（４.０％） 

町税 1０億３１０万８千円 
（２６.６％） 

地方譲与税 ９,４００万円（２.５％） 

自動車取得税交付金 ３,４００万円（０.９％） 

地方特例交付金 ５,９５２万円（０.２％） 

利子割交付金 ２００万円（０.１％） 

配当割交付金 ２００万円（０.１％） 

交通安全対策特別交付金 １８０万円 
（０.０％） 

株式等譲渡所得割交付金 １７０万円 
（０.０％） 

ゴルフ場利用税交付金 １千円 
（０.０％） 

地方消費税交付金 1億１,５００万円（３.０％） 

繰入金 1億２,１７１万５千円（３.２％） 

使用料及び手数料 ７,３１０万９千円 
（１.９％） 

寄付金 ２千円（０.０％） 
繰越金 ５,０００万円（１.３％） 

財産収入 ５,７７４万円（１.５％） 

分担金及び負担金 ３,６６２万８千円（１.０％） 諸収入 ２,０９３万３千円（０.６％） 

歳入 
37億7千3百万円 

63.9％ 

36.1％ 

依
存
財
源 

自
主
財
源 

歳出 
37億7千3百万円 

消防費 ２億５,０５５万４千円 
（６.６％） 

土木費 ２億２,４３５万３千円 
（６.０％） 

農林水産業費 １億３,３２０万５千円 
（３.５％） 

議会費 ８,９１０万２千円（２.４％） 

災害復旧費 ７,５４１万３千円 
（２.０％） 

商工費 ４,４３２万３千円（１.２％） 

予備費 ２,０５４万６千円（０.５％） 労働費 ７１９万円（０.０％） 

諸支出金３０５千円（０.０％） 



平成１９年度当初予算の概要 平成１９年度当初予算の概要 

平
成
１９
年
度
重
点
施
策 
平
成
１９
年
度
重
点
施
策 

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

子
育
て
、
子
育
ち
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り 

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

子
育
て
、
子
育
ち
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り 
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◇
外
国
人
社
会
教
育
指
導
員
事
業 

　
外
国
人
社
会
教
育
指
導
員
を
一
名
配
置
し
、 

　
町
民
の
英
語
学
習
活
動
を
支
援
す
る
経
費 

◇
英
語
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル 

　
夏
休
み
期
間
、
外
国
人
教
師
を
招
へ
い
し
、 

　
小
学
校
等
に
お
い
て
異
文
化
体
験
学
習
を
実

　
施
す
る
経
費 

◇
中
学
生
海
外
派
遣
事
業 

　
国
際
交
流
社
会
に
対
応
し
う
る
人
材
を
育
成 

　
す
る
た
め
、
中
学
生
を
海
外
に
派
遣
す
る
経

　
費 

◎
主
な
事
業 

◇
地
域
保
育
施
設
入
所
児
童
支
援
事
業 

　
認
可
外
保
育
施
設
入
所
児
童
の
た
め
に
行
う 

　
施
設
整
備
助
成
経
費 

◇
児
童
手
当
事
業 

　
児
童
を
養
育
す
る
家
庭
の
負
担
を
軽
減
す
る 

　
た
め
、
児
童
手
当
を
支
給
す
る
経
費 

◇
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業 

　
放
課
後
を
利
用
し
、
希
望
す
る
子
ど
も
た
ち 

　
に
安
全
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
提

　
供
す
る
経
費 

◇
小
野
中
学
校
整
備
事
業 

　
小
野
中
学
校
改
築
に
係
る
基
本
構
想
を
策
定 

　
す
る
経
費 

◇
幼
児
教
育
施
設
整
備
事
業 

　
幼
保
連
携
総
合
施
設
「
認
定
こ
ど
も
園
」
整 

　
備
に
係
る
基
本
構
想
等
を
策
定
す
る
経
費 

◇
教
育
環
境
等
再
編
事
業 

　
幼
稚
園
、
保
育
園
等
及
び
小
・
中
学
校
の
環 

　
境
整
備
に
要
す
る
経
費 

◇
幼
保
連
携
パ
イ
オ
ニ
ア
事
業 

　
県
指
定
の
幼
保
一
元
化
研
究
に
要
す
経
費 

◇
一
時
保
育
・
延
長
保
育
事
業 

　
一
時
保
育
・
延
長
保
育
に
要
す
る
経
費 

◎
主
な
事
業 

◇
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業 

　
行
政
区
長
会
の
運
営
等
に
要
す
る
経
費 

◇
企
業
誘
致
推
進
事
業 

　
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
た
め
の
企
業
誘
致 

　
活
動
経
費 

◇
定
住
・
二
地
域
居
住
推
進
事
業 

　
小
野
町
へ
の
定
住
や
二
地
域
居
住
の
情
報
発 

　
信
及
び
活
動
支
援
経
費 

◇
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業 

　
地
域
住
民
参
画
に
よ
る
農
地
、
農
業
用
水
等 

　
の
保
全
管
理
活
動
に
対
す
る
支
援
経
費 

◇
海
洋
ク
ラ
ブ
設
立
事
業 

　
青
少
年
を
対
象
に
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
等
の
実 

　
践
活
動
に
要
す
る
経
費 

◇
Ｂ
＆
Ｇ
親
子
自
然
体
験
事
業 

　
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
、
小
野
田
自
然
塾
と
提
携
・
協 

　
力
し
自
然
体
験
を
行
う
経
費 

◇
子
ど
も
育
成
事
業 

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
少
年 

　
団
育
成
補
助
経
費 

　「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
」
を
始
め
と
し
た
各
種
新
規
事
業
、
幼
児
教
育
、
義

務
教
育
の
「
教
育
環
境
再
編
・
整
備
事
業
」
推
進
の
た
め
の
事
業
の
ほ
か
、
子
育
て
に

伴
う
各
種
継
続
的
事
業
拡
充
分
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。 

「
定
住
・
二
地
域
居
住
推
進
」「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
定
着
化
緊
急
促
進
事
業
」
を
始
め
と

し
た
各
種
新
規
事
業
の
ほ
か
、
町
の
人
口
増
に
繋
が
る
施
策
と
し
て
企
業
誘
致
並
び
に

産
業
振
興
、
住
民
主
体
の
町
づ
く
り
に
伴
う
各
種
事
業
に
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。 
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平成１９年度当初予算の概要 平成１９年度当初予算の概要 

安
全
、
安
心
、
健
康
の
ま
ち
づ
く
り 

安
全
、
安
心
、
健
康
の
ま
ち
づ
く
り 

◇
交
通
安
全
対
策
一
般
事
業 

　
交
通
安
全
運
動
の
推
進
及
び
交
通
環
境
を
確 

　
立
す
る
経
費 

◇
廃
棄
物
処
理
施
設
事
業 

　
民
間
最
終
処
分
場
及
び
旧
処
分
場
の
周
辺
環 

　
境
調
査
経
費 

◇
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
設
置
事 

　
業 

　
公
共
施
設
３
箇
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
経 

　
費 

◇
食
を
通
じ
た
健
康
事
業 

　
幼
児
期
か
ら
の
食
育
の
推
進
及
び
地
元
の
野 

　
菜
を
活
用
し
た
健
康
料
理
等
の
普
及
経
費 

◇
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
定
着
化
緊
急
促
進
事
業 

　
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
栽
培
の
取
り
組
み
に
対
す
る 

　
支
援
経
費 

◇
ま
ち
な
か
復
活
事
業 

　
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
の
各 

　
種
施
策
経
費 

◇
森
林
環
境
基
金
事
業 

　
森
林
環
境
交
付
金
を
活
用
し
て
行
う
事
業 

　（
小
中
学
校
森
林
環
境
学
習
ほ
か
）
経
費 

◇
国
民
保
護
事
業 

　
国
民
保
護
協
議
会
運
営
経
費 

◇
防
犯
対
策
事
業 

　
防
犯
灯
新
設
及
び
防
犯
対
策
の
活
動
支
援 

◎
主
な
事
業 

◇
戸
籍
電
算
化
事
業 

　
戸
籍
原
票
を
電
子
媒
体
化
す
る
経
費 

◇
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事
業 

　
無
線
施
設
の
整
備
及
び
維
持
管
理
経
費 

◇
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業 

　
自
主
防
災
組
織
用
救
命
機
具
購
入
経
費 

◇
障
害
者
福
祉
事
業 

　
障
害
者
福
祉
に
係
る
支
援
経
費 

◇
母
と
子
の
健
康
づ
く
り
事
業 

　
各
種
乳
幼
児
検
診
及
び
育
児
支
援
（
相
談
・ 

　
教
室
）
経
費 

◇
右
支
夏
井
川
河
川
改
修
を
活
用
し
た
ま
ち
づ 

　
く
り
事
業 

　
河
川
改
修
事
業
付
替
道
路
用
地
買
収
等
経
費 

◇
イ
ン
タ
ー
周
辺
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業 

　
町
道
七
生
根
線
改
良
整
備
に
要
す
る
経
費 

　
消
防
・
消
防
施
設
の
整
備
事
業
予
算
を
始
め
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
た
め
の
各
種
施

策
、
健
康
づ
く
り
推
進
、
町
道
七
生
根
線
を
始
め
と
し
た
基
盤
整
備
事
業
に
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
１９
年
度
か
ら
平
成
２０
年
度
の
継
続
事
業
と
し
て
、
戸
籍
電

算
化
事
業
に
取
り
組
む
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。 
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（
　
）
は
旧
任 

◎
町
長
事
務
部
局 

▼
退
職
（
３
月
３１
日
付
） 

総
務
課
長
兼
参
事 

　
　
　
　
　
　
　
籠
　
田
　
良
　
作 

税
務
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
三
　
部
　
健
　
吉 

企
画
課
副
主
幹 

　
　
　
　
　
　
　
会
　
田
　
明
　
生 

▼
総
務
課 

総
務
課
長
兼
参
事
（
参
事
兼
教
育
課 

長
） 

　
　
　
　
　
　
　
草
　
野
　
利
　
吉 

副
主
幹
（
総
務
課
主
任
主
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
郡
　
司
　
治
　
子 

主
任
主
査
（
教
育
課
主
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
熊
　
谷
　
真
　
也 

主
事
（
地
域
整
備
課
技
師
） 

　
　
　
　
　
　
　
二
　
瓶
　
由
佳
子 

▼
企
画
課 

副
主
幹
（
町
民
生
活
課
副
主
幹
） 

　
　
　
　
　
　
　
西
　
牧
　
泰
　
弘 

主
査
（
福
島
県
・
人
事
交
流
） 

　
　
　
　
　
　
　
青
　
木
　
直
　
子 

▼
税
務
課 

税
務
課
長
（
出
納
室
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
会
　
田
　
俊
　
広 

副
参
事
兼
収
納
班
長
（
税
務
課
収
納 

班
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
久
　
夫 

課
税
班
長
（
産
業
振
興
課
農
林
整
備 

班
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
村
　
上
　
形
之
助 

副
主
幹
（
地
域
整
備
課
副
主
幹
） 

　
　
　
　
　
　
　
舘
　
川
　
幸
　
義 

主
事
（
総
務
課
主
事
） 

　
　
　
　
　
　
　
志
　
賀
　
澄
　
恵 

▼
町
民
生
活
課 

生
活
安
全
班
長
（
町
民
生
活
課
主
幹
） 

　
　
　
　
　
　
　
過
　
足
　
義
　
夫 

主
幹
（
教
育
課
主
幹
） 

　
　
　
　
　
　
　
小
檜
山
　
陽
　
子 

主
任
主
査
（
税
務
課
主
任
主
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
赤
　
坂
　
泰
　
秀 

主
事
（
産
業
振
興
課
主
事
） 

　
　
　
　
　
　
　
先
　
崎
　
　
　
悟 

主
事
（
新
採
用
） 

　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
靖
　
章 

▼
健
康
福
祉
課 

健
康
福
祉
課
長
（
税
務
課
課
税
班
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
宗
　
像
　
利
　
男 

高
齢
福
祉
班
長
（
産
業
振
興
課
農
政 

班
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
阿
　
部
　
京
　
一 

主
任
主
査
（
総
務
課
主
任
主
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
折
　
笠
　
顕
　
一 

主
任
主
査
（
社
会
福
祉
法
人
小
野
町 

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
派
遣
） 

　
　
　
　
　
　
　
久
　
下
　
春
　
美 

主
事
（
税
務
課
主
事
） 

　
　
　
　
　
　
　
清
　
野
　
淳
　
子 

▼
産
業
振
興
課 

産
業
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務 

局
長
（
町
民
生
活
課
生
活
安
全
班
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
喜
　
春 

農
政
班
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
次 

長
（
健
康
福
祉
課
高
齢
福
祉
班
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
吉
　
広 

農
林
整
備
班
長
兼
工
事
検
査
員
（
産 

業
振
興
課
主
幹
兼
工
事
検
査
員
） 

　
　
　
　
　
　
　
宗
　
像
　
喜
　
也 

副
主
幹
（
教
育
課
副
主
幹
） 

　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
ひ
ろ
子 

副
主
幹
（
教
育
課
副
主
幹
） 

　
　
　
　
　
　
　
先
　
崎
　
秀
　
一 

主
事
（
健
康
福
祉
課
主
事
） 

　
　
　
　
　
　
　
草
　
野
　
隆
　
行 

▼
地
域
整
備
課 

副
参
事
兼
水
道
事
業
班
長
（
地
域
整 

備
課
水
道
事
業
班
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
柏
　
原
　
康
　
男 

主
幹
（
産
業
振
興
課
主
幹
） 

　
　
　
　
　
　
　
大
　
方
　
峯
　
子 

主
査
（
教
育
課
技
師
） 

　
　
　
　
　
　
　
根
　
本
　
慶
　
一 

▼
出
納
室 

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
（
健
康
福 

祉
課
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
仲
野
谷
　
　
　
博 

◎
小
野
町
教
育
委
員
会 

▼
教
育
課 

参
事
兼
教
育
課
長
（
参
事
兼
産
業
振 

興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
澄
　
夫 

 

幼
児
教
育
班
長
（
議
会
事
務
局
次
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
郡
　
司
　
嘉
　
彦 

主
幹
（
教
育
課
幼
児
教
育
班
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
上
遠
野
　
　
　
眞 

主
幹
（
健
康
福
祉
課
主
幹
） 

　
　
　
　
　
　
　
長
　
窪
　
仁
　
美 

副
主
幹
兼
学
芸
員
兼
社
会
教
育
主
事 

（
副
主
幹
兼
学
芸
員
） 

　
　
　
　
　
　
　
今
　
泉
　
令
　
子 

副
主
幹
兼
司
書
兼
学
芸
員
（
主
任
主 

査
兼
司
書
兼
学
芸
員
） 

　
　
　
　
　
　
　
籠
　
田
　
ま
き
子 

主
任
主
査
（
町
民
生
活
課
主
任
主
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
先
　
崎
　
淳
　
子 

主
任
主
査
（
町
民
生
活
課
主
任
主
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
　
　
隆 

主
任
主
査
（
健
康
福
祉
課
主
任
主
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
折
　
笠
　
裕
　
之 

〈
小
野
わ
か
ば
幼
稚
園
〉 

副
主
幹
兼
教
諭
（
副
主
幹
兼
羽
出
庭 

つ
く
し
児
童
園
児
童
厚
生
員
） 

　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
浩
　
子 

〈
中
央
さ
く
ら
保
育
園
〉 

副
主
幹
兼
保
育
士
（
主
任
主
査
兼
中 

央
さ
く
ら
保
育
園
保
育
士
） 

　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
由
　
美 

主
査
兼
保
育
士
（
中
央
さ
く
ら
保
育 

園
保
育
士
） 

　
　
　
　
　
　
　
渡
　
辺
　
梨
　
恵 

〈
夏
井
お
お
す
ぎ
保
育
園
〉 

主
幹
兼
園
長
（
主
幹
兼
夏
井
お
お
す 

ぎ
保
育
園
長
兼
羽
出
庭
つ
く
し
児
童 

園
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
橋
　
本
　
寿
　
子 

  

副
主
幹
兼
保
育
士
（
主
任
主
査
兼
夏 

井
お
お
す
ぎ
保
育
園
保
育
士
） 

　
　
　
　
　
　
　
桝
　
内
　
洋
　
子 

〈
飯
豊
小
学
校
〉 

用
務
員
（
小
戸
神
小
学
校
用
務
員
） 

　
　
　
　
　
　
　
村
　
上
　
英
　
子 

〈
小
戸
神
小
学
校
〉 

用
務
員
（
飯
豊
小
学
校
用
務
員
） 

　
　
　
　
　
　
　
菅
　
野
　
由
美
子 

 

◎
小
野
町
議
会 

▼
議
会
事
務
局 

書
記
・
副
主
幹
（
税
務
課
副
主
幹
） 

　
　
　
　
　
　
　
郡
　
司
　
　
　
功 

書
記
・
主
任
主
査
（
議
会
事
務
局
書 

記
・
主
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
由
起
子 

 

◎
小
野
町
農
業
委
員
会 

▼
農
業
委
員
会
事
務
局 

農
業
委
員
会
事
務
局
長 

　
　
　
　
佐
　
藤
　
喜
　
春
　
再
掲 

農
業
委
員
会
事
務
局
次
長 

　
　
　
　
吉
　
田
　
吉
　
広
　
再
掲 

 

◎
派
遣
（
３
月
３１
日
付
） 

社
会
福
祉
法
人
小
野
町
社
会
福
祉
協 

議
会
（
総
務
課
付
主
幹
） 

　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
　
　
誠 

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
組
合 

（
産
業
振
興
課
副
主
幹
） 

　
　
　
　
　
　
　
村
　
上
　
昭
　
一 

福
島
県
・
人
事
交
流
（
町
民
生
活
課 

主
事
） 

　
　
　
　
　
　
　
新
　
田
　
　
　
徹 
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　小野町が取得した商標「美女伝説」について、4月 1日
より町産品のブランド化を進め産業振興・地域活性化を推
進するため、使用承諾の申請を受け付けます。 
　使用の申請には、下記の条件がありますが、手数料など
は無料ですので、ぜひお問い合わせください。 

小野町日影南麓緑とのふれあいの森公園 
（ふれあい公園）の指定管理者を公募します 

質の高いサービスと運営の健全性を目指して 

小野町日影南麓緑とのふれあいの森公園 
（ふれあい公園）の指定管理者を公募します 

質の高いサービスと運営の健全性を目指して 
　平成8年度より日影山南麓において、町民の健康
増進と憩いの場、レクリエーション及び都市との
交流の場としてサービスを行っております「ふれ
あい公園」について、サービス向上と健全運営の
ため、地方自治法・小野町公の施設の指定管理者
の指定の手続等に関する条例による「指定管理者」
についての公募を行います。 
　募集内容については、産業振興課（　72-6938）
までお問い合わせください。 

※なお、募集要項は小野町ホームページから 
　ダウンロードすることができます。 
　ＵＲＬ　http://www.town.ono.fukushima.jp

登録商標「美女伝説」 
　　使用承諾受付を開始しました 
登録商標「美女伝説」 
　　使用承諾受付を開始しました 
登録商標「美女伝説」 
　　使用承諾受付を開始しました 

“小野町ブランド”発信 

登録商標「美女伝説」を使用するには、小野町長の使用承諾が必要です。 
　　◎申出資格 
　　　小野町内に住所又は事業所を有する事業者・団体など 
　　◎承諾基準 
　　　（１）小野町の産物を使用していること。または、小野町において製造、加工していること。 
　　　（２）業界での製法基準及び表示義務をクリアしていること。 
　　　（３）本商標のみを使用するものであること。 
　　　（４）原則として継続的な市場への供給が可能なものであること。 
　　　（５）身体・財産等に危害を及ぼすものでないこと。 
　　　（６）公序良俗に反するものでないこと。 
　　◎有効期限 
　　　１年（その後異議が無ければ自動継続） 
　　◆問い合わせ　産業振興課　　７２－６９３８ 
　　※なお、美女伝説の使用承諾については小野町ホームページをご覧ください。 
　　　ＵＲＬ　http://www.town.ono.fukushima.jp　　　　　　　　　　　　 
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【提案の内容】 
　ふるさと小野町会第22号に「丘先生の作品を歌う会」のことが書かれてありましたが、当町でも年
に一度くらい実施したら良いと思います。名誉町民第一号の方ですから、丘先生の歌を唄う「のど自慢
大会」を、この小野町で開催すれば、町の活性化につながると思います。 
　また、丘先生の生家の裏山、塩竈神社の境内には、公衆トイレまである万景公園があります。自転車
がスムーズに入れる道路があり、中段の公園地に何か魅力的な物（事）があれば、街の中心地でもあり
活性化につながるものと思います。 

【対応の内容】 
　ご提案の「のど自慢大会」は、先生の作品そ
のもの、さらに作品に込められている「言葉の
美しさ」「日本の心」を、歌を通じて次世代へ
とつないでいくうえで、大変有効な機会になる
ことと思います。 
　この機会を「誰」が創り出すかが、その後の
継続発展を大きく左右するのではないでしょうか。
「我こそは」と言う方へは、町として可能な範
囲で具体的な支援をしていきたいと考えています。 
　また、塩竈神社や万景公園を地域資源の一つ
としてどの様に活用すべきかは、現在中心市街
地の活性化に関する新たな方針の策定が求めら
れていることから、具体的な方法についてはご
提案の内容も参考に、今後地域のみなさんの意
見を伺いながら検討したいと思います。 
　なお、小野町ふるさと文化の館には、丘先生
の数々の作品やレコードジャケットなどが展示
されている「丘灯至夫記念館」があります。中
には先生直筆のものも展示されていますので、
皆さんもどうぞご覧ください。 

ふるさと文化の館「丘灯至夫 記念館」の展示（上下） 

万景公園 



家庭バレーボール大会 

　おのまち夢企画提案は、自分自身の描く小野町への「夢」や「想い」を自由に提案できる制度です。
毎月、貴重な企画・提案が寄せられています。みなさんも是非、この機会に提案してみませんか？　
　提案には必ず名前を書いてください。（匿名による提案は受付できません） 
　提案された方への内容の確認や、回答のために必要な情報です。　 
　名前のほかにも、住所、年齢、性別、連絡先を記入してください。 
　もちろん、個人情報は保護します。 
【問い合わせ】 
　◆担　当　課　小野町役場企画課 
　◆電　　　話　7 2 - 6 9 3 9  
　◆ファックス　7 2 - 3 1 2 1  
　◆電子メール　kikakuka@town.ono.fukushima.jp

【提案の内容】 
　小野町の小学校は、町民体育館を真ん中とすると、バランス良く散らばっているように感じられます。 
　総合運動公園を中心に、廃校になる各小学校の建物・体育館を利用した合宿所を作り、各施設で合宿
しているチームが、運動公園に集まり練習試合や交流会を開催したり、地元の学校・スポ少のチームも、
その様な機会に参加をして、交流とレベルアップを図る事も出来ると思います。勿論大人の団体も同じ
ようなことは可能だと思います。この施設は、低価格の宿泊料金と施設利用料で提供できると思われ、
商工会と連携することにより町内旅館の利用者（合宿目的）も同レベルの宿泊料にできれば、より合宿
村小野町が多くの方々にアピールすることができ、小野町の良さを他の地域の人に知って貰え、それが
地域の活性化に繋がっていくものと考えます。 

【対応の内容】 
　ご提案の趣旨は町の総合的な活性化構想であり、小野町の良さを町外に発信し、交流人口の拡大、地
域の活性化に有効な夢企画と思います。 
　ただし、現時点では、教育委員会では教育環境の再編について基本方針を定め、該当する教育施設の
地域の皆様との話し合いを開始した段階です。 
　この過程で、再編後に廃校となる施設の有効活用については、先ずは、地域の皆様の意向を最優先に
尊重し、加えて、町全体の皆さんからの御提案等を参考に施設の再活用を図る方針です。今回のご提案
につきましても、町全体の皆さんからの御提案の一つとして大切に扱わせていただきますので、御理解
をお願いします。 

11

スポーツ少年団活動 

町民体育館とB&G海洋センター 
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小
野
町
農
業
委
員
会
は
、
平
成
２０

年
７
月
１９
日
の
任
期
満
了
に
向
け
、

平
成
１９
年
２
月
５
日
付
け
で
、「
小

野
町
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
に
関

す
る
特
別
委
員
会
」
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。 

　
特
別
委
員
会
は
、
委
員
長
に
職
務

代
理
の
宇
佐
見
留
男
氏
が
、
副
委
員

長
に
中
野
貞
元
氏
、
西
牧
易
氏
の
両

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
８
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
特
別

委
員
会
は
、
平
成
１９
年
７
月
ま
で
に

定
数
削
減
に
向
け
協
議
検
討
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。 

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策 

平
成
19
年
４
月
１
日
よ
り
加
入
手
続
き
開
始 
小
野
町
農
業
委
員
会 

委
員
の
定
数
に
関
す
る 

特
別
委
員
会
を
設
置 

現行の委員 

構成選挙による委員の定数 

22人 

16人 

2人 

 

4人 

農業協同組合及び農業共済組合が 
組合ごとに推薦した理事 

当町の議会が推薦した農業委員会の所掌に 
属する事項に基づき学識経験を有する者 

　「
農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
経
営

安
定
の
た
め
の
交
付
金
の
交
付
に
関

す
る
法
律
」
が
平
成
１８
年
６
月
１４
日

成
立
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
法
律
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
全
て
の
農
業
者
を
一
律
的
に
対
象 

と
し
品
目
毎
の
価
格
に
着
目
し
て
講

じ
て
き
た
対
策
を
見
直
し
、
１９
年
産

か
ら
担
い
手
に
対
象
を
絞
り
、
そ
の

経
営
全
体
の
安
定
を
図
る
施
策
（
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
）
に
転
換

す
る
も
の
で
す
。 

　
こ
の
施
策
に
よ
る
交
付
金
に
は
、

生
産
条
件
不
利
補
正
対
象
交
付
金
（
対

象
品
目
は
麦
、
大
豆
）
収
入
減
少
影

響
緩
和
対
策
交
付
金
（
対
象
品
目
は

米
、
麦
、
大
豆
）
い
ず
れ
の
加
入
対

象
農
業
者
も
、
認
定
農
業
者
で
か
つ

経
営
面
積
が
原
則
と
し
て
４
ヘ
ク
タ

ー
ル
ー
ル
以
上
、
集
落
営
農
組
織
で

か
つ
原
則
と
し
て
田
畑
面
積
２０
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
が
加
入
要
件
と
な
り
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
福
島
農
政
事
務
所
　
　 

　
　
０
２
４
―
５
３
４
―
４
１
４
２ 

　
産
業
振
興
課
　 

７
２
―
６
９
３
５ 

７
名
の
方
が
認
定
農
業
者
に 

　
２
月
２６
日
、
農
業
経
営
改
善
計
画

認
定
書
交
付
式
が
小
野
町
母
子
健
康

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
新
規
・
再
認

定
あ
わ
せ
て
７
名
の
方
が
農
業
経
営

改
善
計
画
認
定
者
（
認
定
農
業
者
）

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
認
定
で
小

野
町
の
認
定
農
業
者
は
３６
名
に
な
り

ま
し
た
。 

　
今
回
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

（
認
定
番
号
順
・
敬
称
略
） 

吉
田
　
孝
好
（
飯
豊
上
）
新
認 

橋
本
　
光
治
（
小
野
山
神
）
再
認 

橋
本
　
浩
幸
（
浮
　
　
金
）　
〃  

國
分
　
幸
夫
（
飯
豊
上
）　
〃 

大
方
　
一
豊
（
小
戸
神
）　
〃 

藤
井
　
　
崇
（
浮
　
　
金
）　
〃 

郡
司
　
一
良
（
小
戸
神
）　
〃 

あ
な
た
も
認
定
農
業
者
に 

な
り
ま
せ
ん
か 

　
認
定
農
業
者
と
は
、
農
業
経
営
の

プ
ロ
を
目
指
す
農
業
者
自
ら
が
、
経

営
の
一
層
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図

る
農
業
経
営
の
目
標
（
農
業
経
営
改

善
計
画
）
を
立
て
、
市
町
村
が
基
本

構
想
に
よ
り
地
域
の
担
い
手
と
し
て

認
定
し
た
農
業
者
の
こ
と
で
、
認
定

後
の
有
効
期
間
は
５
年
間
で
す
。 

認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
各
種
制
度

資
金
の
低
利
融
資
、
税
制
上
の
優
遇

措
置
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

認
定
農
業
者
制
度
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
役
場
産
業
振
興
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
産
業
振
興
課
　
７
２
―
６
９
３
５ 

　
各
種
全
国
大
会
の
出
場
者
に
対
し
、
宍
戸
町
長
よ
り
激
励
の
言
葉
と
激
励
金

を
贈
り
ま
し
た
。 

　
出
場
大
会
及
び
出
場
者
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

● 

全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

　（
６５
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
の
部
男
子
） 

　
　
湯
沢
チ
ー
ム 

●
全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
（
女
子
の
部
） 

　
　
荒
井
　
麻
希
　
相
馬
東
高
１
年 

●
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会 

　（
男
子
・
女
子
　
団
体
の
部
） 

　
　
郡
司
　
成
晃
　
田
村
高
２
年 

　
　
久
野
　
澄
子
　
田
村
高
２
年 

　
　
郡
司
　
美
幸
　
田
村
高
１
年 

　
　
小
川
　
裕
未
　
田
村
高
１
年 

各
種
全
国
大
会
出
場
者
を
激
励 

各
種
全
国
大
会
出
場
者
を
激
励 

（左から）郡司成晃さん、久野澄子さん、 
　宍戸町長、郡司美幸さん、小川裕未さん 

荒井麻希さん 

湯沢ゲートボールチーム 



　
平
成
１９
年
４
月
よ
り
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
伴
う
利
用
者

負
担
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
す
。
 

 〈
利
用
者
負
担
の
仕
組
み
〉
 

原
則
１
割
負
担
（
図
１
参
照
）
 

q
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

　
用
す
る
場
合
、
世
帯
の
収
入

　
状
況
に
応
じ
て
月
額
負
担
の

　
上
限
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
 

　
（
図
２
参
照
）
 

w
通
所
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
生
活

　
介
護
、
就
労
移
行
支
援
、
就

　
労
継
続
支
援
な
ど
）
、
ホ
ー

　
ム
ヘ
ル
プ
を
利
用
す
る
場
合
、

　
そ
の
世
帯
の
資
産
の
状
況
に

　
よ
り
月
額
負
担
上
限
額
は
４

　
分
の
１
に
な
り
ま
す
。
 

　
（
図
３
、
４
参
照
）
 

 　
そ
の
他
、
施
設
入
所
や
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
に
対
し

て
も
、
月
額
負
担
上
限
額
の
減

免
や
、
食
費
・
光
熱
水
費
に
対

す
る
軽
減
も
行
な
い
ま
す
。
 

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
質
問
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

◆
問
い
合
わ
せ
先
 

　
健
康
福
祉
課
 

　
　
７
２
―
６
９
３
４
 

障害者自立支援法～利用者負担の軽減～ 障害者自立支援法～利用者負担の軽減～ 
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平
成
１６
年
度
の
年
金
制
度
改
正
に
よ

り
、
平
成
１９
年
４
月
か
ら
遺
族
厚
生
年

金
の
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

高
齢
期
の
遺
族
配
偶
者
に 

　
　
　
対
す
る
遺
族
厚
生
年
金
と 

　
　
　
　
　
老
齢
厚
生
年
金
の
併
給 

　
遺
族
と
な
っ
た
６５
歳
以
上
の
妻
に
対

す
る
年
金
給
付
に
つ
い
て
、
妻
自
身
が

納
め
た
保
険
料
を
で
き
る
だ
け
給
付
額

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
本
来
受
給
で
き

る
年
金
額
は
全
額
支
給
し
、
制
度
改
正

前
の
支
給
額
と
の
差
額
を
遺
族
厚
生
年

金
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
別
表
１
） 

 

若
年
期
の
妻
に
対
す
る 

　
　
　
　
遺
族
厚
生
年
金
の
見
直
し 

　
３０
歳
未
満
の
妻
（
１８
歳
未
満
の
子
の

い
な
い
方
）
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年
金

に
つ
い
て
は
、
若
年
層
の
雇
用
条
件
の

格
差
の
縮
小
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
５
年

間
の
有
期
給
付
と
な
り
ま
し
た
。 

（
別
表
２
） 

 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
郡
山
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
０
２
４
―
９
３
２
―
３
９
１
７ 

　
町
民
生
活
課 

　
　
７
２
―
６
９
３
３ 

遺
族
厚
生
年
金
の
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た 
　
平
成
１９
年
４
月
か
ら
７０
歳
未
満
の
方

の
入
院
等
に
係
る
高
額
療
養
費
が
現
物

給
付
化
さ
れ
ま
す
。 

　
今
ま
で
、
病
院
の
窓
口
で
全
額
支
払

っ
て
い
た
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
負

担
分
の
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
の
支
払
い
で
す
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

入
院
等
に
よ
り
医
療
費
が
高
額
と
な
る

方
は
、
次
に
よ
り
役
場
に
申
請
し
て
限

度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が

あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
自
己
負
担
額
を
い
っ
た
ん
全
額
病

院
へ
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

《
受
付
場
所
》 

　
小
野
町
役
場
町
民
生
活
課 

《
持
参
す
る
も
の
》 

　
保
険
証
・
印
鑑 

《
受
付
期
間
》 

　
平
成
１９
年
４
月
１
日
よ
り 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
生
活
課
　
７
２
―
６
９
３
３ 

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
が
現
物
給
付
化
さ
れ
ま
す
 

７０
歳
未
満
の
方
の
入
院
等
で
の
高
額
療
養
費
の
支
払
い
が
 

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
 

自己負担限度額一覧（平成18年10月１日～） 

世帯区分 

上位所得者 
世帯 
一般 
世帯 

住民税非課税 
世帯 

過去12ヵ月以内の高額療養費の支給回数 
１～３回 ４回以上 
150,000円＋ 

（医療費総額－500,000円）×１％ 
80,100円＋ 

（医療費総額－267,000円）×１％ 

35,400円 

83,400円 

44,400円 

24,600円 

例）医療費が50万円かかった場合の病院窓口での支払額（一般世帯の場合） 
◎限度額適用認定証を交付された場合（平成19年４月１日～） 

◎限度額適用認定証を交付されない場合 

上記のように限度額適用認定証が交付されると自己負担額までの支払いと 
なり、高額療養費支給の申請は必要ありません。 
　なお、高額療養費支給対象額には、入院時食事代や差額ベッド代など 
保険適用外のものは含まれません。 

世帯負担区分 

世帯負担区分 

一般世帯 

一般世帯 

病院窓口での支払額 

150,000円 

病院窓口での支払額 
（自己負担限度額） 

82,430円 
高額療養費の申請手続きは不要 

高額療養費の申請により後日戻る金額 

67,570円 



4月15日（日） 
22日（日） 
29日（祝） 
30日（休） 

　　5月3日（祝） 
　　　　4日（祝） 
　　　　5日（祝） 

6日（日） 
13日（日） 

大 久 保 ク リ ニ ッ ク  
公立小野町地方綜合病院 
奥 秋 医 院  
さ い と う 医 院  
石 川 医 院  
清 水 医 院  
島 貫 整 形 外 科  
かとうの 内 科クリニック  
白 岩 医 院  

田村市（船引町） 
小 野 町  
田村市（船引町） 
小 野 町  
三 春 町  
田村市（船引町） 
小 野 町  
田村市（船引町） 
田村市（常葉町） 

（ 8 2 ） 2 5 5 5  
（ 7 2 ） 3 1 8 1  
（ 8 6 ） 2 0 3 4  
（ 7 2 ） 2 5 0 0  
（ 6 2 ） 2 6 3 0  
（ 8 2 ） 3 5 3 5  
（ 7 2 ） 2 7 2 2  
（ 8 1 ） 1 3 8 8  
（ 7 7 ） 2 0 3 6

休日の当 番のお医者さん  

献
血
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

献
血
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

献
血
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

お
め
で
と
う 

「
３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰
」 
お
め
で
と
う 

「
３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰
」 
お
め
で
と
う 

「
３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰
」 

　
３
月
６
日
（
火
）
、
小
野
町
母
子

健
康
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
３
歳
児

よ
い
歯
の
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

　
表
彰
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
平
成
１８

年
度
後
期
（
１０
・
１２
・
２
月
）
に
町

の
３
歳
児
健
診
を
受
け
た
４７
名
中
、

む
し
歯
が
な
か
っ
た
２７
名
で
す
。
 

　
お
子
さ
ん
は
、
一
人
ひ
と
り
、
町

長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
表
彰
式
終
了
後
、
ふ
る

さ
と
文
化
の
館
職
員
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
親
子
そ
ろ
っ
て
楽
し

み
ま
し
た
。
 

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
、
む
し
歯
に
な
ら
な

い
よ
う
に
食
事
に
注
意
し
、
歯
み
が

き
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
 

受
賞
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

「
よ
い
歯
の
表
彰
」
受
賞
者
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

宗
像
　
莉
沙
（
飯
豊
下
）
 

吉
田
　
　
彩
（
飯
豊
中
）
 

矢
吹
　
葉
和
（
和
名
田
）
 

佐
久
間
莉
央
（
平
　
　
舘
）
 

照
山
　
青
楓
（
平
　
　
舘
）
 

小
松
　
翔
人
（
本
　
　
町
）
 

吉
田
　
早
希
（
飯
豊
中
）
 

本
間
　
愛
梨
（
小
野
山
神
）
 

村
上
　
香
穂
（
塩
庭
二
区
）
 

大
樂
　
和
輝
（
大
　
　
八
）
 

矢
吹
　
颯
叶
（
菖
蒲
谷
）
 

渡
辺
　
　
遥
（
本
　
　
町
）
 

蒲
生
　
智
也
（
谷
津
作
）
 

先
　
　
友
輝
（
谷
津
作
）
 

鈴
木
　
琴
水
（
雁
股
田
）
 

久
保
田
響
生
（
反
　
　
町
）
 

土
田
　
晃
治
（
反
　
　
町
）
 

村
上
　
直
樹
（
谷
津
作
）
 

郡
司
　
　
柊
（
小
野
山
神
）
 

大
竹
　
拓
己
（
塩
庭
二
区
）
 

先
　
　
　
斐
（
吉
野
辺
）
 

草
野
　
耕
太
（
平
　
　
舘
）
 

服
部
　
太
陽
（
仲
　
　
町
）
 

大
和
田
　
萌
（
浮
　
　
金
）
 

伊
藤
　
達
規
（
谷
津
作
）
 

平
山
　
佑
樹
（
仲
　
　
町
）
 

大
楽
　
未
咲
（
大
　
　
八
）
 

 

17日（木） 
28日（月） 
29日（火） 
5月～9月まで 

5　月 
13：00～15：00 
10：00～16：30 
13：30～14：30

詳しくは、チラシをご覧ください。 
保健福祉センター 

母子健康センター こころの相談室（要予約） 
献血 
ポリオ予防接種 
二種混合予防接種（小学校６年生） 

5 月の保 健ごよみ  

指定医療機関にお問い合わせください 

崎立 崎立 

　
３
月
７
日
に
実
施
し
ま
し
た
献
血
は
、
３８
人
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
献
血
協
力
事
業
所
】
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

・
株
式
会
社
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
小
野
町
店
（
本
町
）
 

・
Ｊ
Ａ
た
む
ら
小
野
支
店
 

・
大
東
銀
行
小
野
支
店
 

【
協
賛
】
 

・
小
野
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

　
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に

よ
り
、
献
血
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。
 

平
成
１８
年
度
　
 

献
血
者
目
標
数
…
３
３
７
人
 

実
際
の
献
血
者
…
３
７
４
人
 

（
達
成
率
１
１
０
％
）
 

　
今
後
も
献
血
推
進
の
た
め
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

次
回
の
献
血
実
施
日
 
 

５
月
２８
日
（
月
）
 

※
巡
回
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
チ

　
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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藤沢周平未刊行初期短編 
オカン、おふくろ、お母さん 
血涙（上・下） 
北前船の事件 
馬琴の嫁 
グレート・ギャツビー 
剣嵐の大地（上・下） 
図解でよくわかるメタボリックシンンドローム 
団塊難民 
仕事の哲学 
乾杯・献杯・締めのスピーチ 
子どもと読む教育基本法 
オーディオも楽しむホームシアター入門 
ナチュラルおそうじ 

藤沢周平 
文藝春秋 
北方謙三 
平岩弓枝 
郡ようこ 
スコット・フィッツジェラルド 
ジョージ・R・R・マーティン 
和田高士 
溝上憲文 
プレジデント編集部 
 
教育基本法を読む会 
上田高志 
 

文藝春秋 
文藝春秋 
PHP研究所 
講談社 
講談社 
中央公論新社 
早川書房 
保健同人社 
廣済堂出版 
プレジデント社 
主婦の友社 
雲母書房 
成美堂出版 
パッチワーク通信社 

タイトル 著　　者 出版社 

●図書館 

●美術館 

◇子ども読書の日 
　平成14年から４月23日が『子ども読書の日』と定められました。また5月12日までは、『こ
ども読書週間』でもあります。これに合わせ、図書館ではみなさんにおすすめする本をたく
さん用意しています。読書は、子ども達の心や知識を養う食べ物のように大切なものです。 
　この機会に、親子で読書を楽しんでみてはいかがでしょうか。ぜひご利用ください。 

◇図書館を利用してみませんか 
　図書館では、貸出返却をはじめとする多様なサービスを行っています。ぜひご利用ください。 
q貸出返却 
　利用カードをつくり、貸出返却を行います。本や雑誌は10冊まで3週間、ビデオ・CDは5
　点まで1週間借りられます。貸出中のものを予約することもできます。 
w調査相談、読書案内サービス 
　「こんな本をさがしている」「こんな時どうすればいいのか載っている本はないか」など
　の疑問の解決に結びつく情報提供をするお手伝いをします。 
　また、おすすめする本の情報などをご提供します。 
e相互貸借サービス 
　図書館で所蔵していない本を他の図書館からとりよせることができます。 
　また、福島県立図書館で借りた本を当館で返却することも可能です。 
r児童向けサービス 
　絵本のよみきかせなどを通して「聞く力」を養います。 

◇住所変更はご連絡を 
　図書館の利用者カードをお持ちの方でお引っ越しなどで住所が変わった方は必ず、図書館
　へご連絡下さい。また、電話番号、姓名の変更につきましてもご連絡をお願いします。 

◇新着本 

◇斎藤忠80歳記念門下生きりえ合同展 
日時：平成19年4月28日（土）～5月13日（日）
　　  午前9：00～午後5：00 
場所：ふるさと文化の館・美術館 
斎藤忠氏と門下生約40名による切り絵作品
展です。ぜひご覧ください。 

斎藤忠　作「だるま市」 

◇図書館の開館時間がかわります 
　4月3日（火）より図書館の開館時間が通
常どおりの時間に戻ります。 
　待ち合わせなどに利用する場合は時間に
ご留意ください。 
開館時間　午前9：00～午後6：00



お
詫
び
と
訂
正 

　
広
報
お
の
ま
ち
３
月
号

５
ペ
ー
ジ
上
段
の
写
真
説

明
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。 

誤
　
郡
司
麻
姫
さ
ん 

　
　
　
← 

正
　
郡
司
麻
妃
さ
ん 

選手宣誓をする橋本一和さん 

　
３
月
２
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
及
び
町
民
体
育
館
に
お
い

て
第
２１
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
開
会
式
で
は
、
仲
町
行
政
区
チ
ー
ム
橋
本
一
和
選
手
が
力
強
く
選
手
宣
誓

し
、
競
技
が
開
始
さ
れ
、
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
抜
い
た
上
位
１２
チ
ー
ム
が

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。
 

　
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
る
な
か
、
湯
沢
行
政
区
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。
 

　
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

優
　
勝
　
湯
沢
行
政
区
Ａ
チ
ー
ム
　
　
第
４
位
　
飯
豊
上
行
政
区
Ｃ
チ
ー
ム
 

準
優
勝
　
小
野
赤
沼
行
政
区
チ
ー
ム
　
第
５
位
　
夏
井
行
政
区
チ
ー
ム
 

第
３
位
　
飯
豊
上
行
政
区
Ｄ
チ
ー
ム
　
第
６
位
　
菖
蒲
谷
行
政
区
Ａ
チ
ー
ム
 

　第16回勤労青少年ホーム・スプリングフェスティバルは、3月11日に多目的研修集会施設において行わ
れました。 
　勤労青少年ホームを利用する団体が、日頃の活動の成果を発表する場として毎年開催しており、今年は、
大正琴、箏（こと）、合唱、吹奏楽、ダンス、カラオケ、舞踊など11団体約150名が出演しました。 
　会場には約200人が訪れ、出演者の力のこもった演技に盛んに拍手を送っていました。 
　フィナーレには、来場者全員で「どこかで春が」を合唱し、春を乞う歌声が会場いっぱいに響き渡りま
した。 
◆出演団体（出演順） 
　琴城流大正琴カルミヤの会（大正琴） 
　なみ音会（箏） 
　小町混声合唱団（合唱） 
　小野町ダンス愛好会（ソシアルダンス） 
　小野町詩舞の会（舞踊） 
　ジャズダンスクラブ（ジャズダンス） 
　琴生流小野町大正琴ギター愛好会（大正琴） 
　小野歌謡愛好会（カラオケ） 
　フルートアンサンブルアマビーレ（フルート） 
　おのまち吹奏楽団（吹奏楽） 
　マドリガルコーラス（合唱） 

準優勝　小野赤沼行政区チーム 

第
21
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

第
21
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

優勝　湯沢行政区Aチーム 
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　3月13日は、中学校の卒業式でした。 
　卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございま
す。みなさんはとても頑張りましたね。私は、み
なさんをとても誇りに思っています。 
　去年、私は小野中学校の卒業式に参加しました。
今年、私は浮金中学校の卒業式に参加しました。
式典では、素晴らしいあいさつがありました。校
長先生は、式辞で「浮金中学校は小さい学校であ
るけれども、自らの足跡を誇りに思うこととその
事を決して忘れてはならない」と励ましました。
教育長は、「中学校生活で育んだ“ 夢”を追い
求め、自信と誇りを持って頑張って欲しい」と話
しました。さらに、村上貴大くんによる「別れの
ことば」があり、私はとても感銘を受けました。
彼は、「それぞれ進む道は違っても、私達は常に
強いきずなで結ばれている」と言いました。彼は
同時に、学校生活において支えてくれた教師と仲
間に感謝をしました。家族に感謝する彼の表情が
とても印象的でした。「3年間の中で、苦しく辛
い時もあったが、この日を迎えることが出来たの
は、家族の深い愛情に支えられたからこそである」
と彼は言いました。 
　私は、この祝福の輪を広げたいです。中学校は、
子供（小学校）から若い大人（高校）への移行期
です。中学校での生活は、責任ある社会人となる

ために、学業においても、人格を形成する上でも
重要であると考えます。両校の卒業生は、将来き
っと立派な社会人になるものと私は信じています。
私は、短くとも彼らと共に時間を過ごすことが出
来て、とても嬉しいです。 
　貴大くんのように、私は、卒業生の家族の3年
間の支えに感謝したいです。フィリピンでもそう
ですが、子供の健全な成長のためには、家庭での
しつけが大事だと思います。 
　もう一度、ご卒業おめでとうございます。そし
て、みんなの将来に幸多かれ！ 

 

浮金中学校の卒業生と 

　
昭
和
３２
年
に
小
野
新
町
中
学
校

を
卒
業
し
て
、
金
の
卵
と
言
わ
れ

た
時
代
、
昭
和
３２
年
に
集
団
就
職

で
東
京
上
野
の
商
店
に
住
込
で
就

職
し
ま
し
た
。
当
時
は
定
休
日
も

決
ま
っ
て
な
く
、
雨
が
降
る
と
今

日
は
休
ん
で
良
い
と
い
う
時
代
で

し
た
。 

　
１６
年
間
務
め
、
昭
和
４８ 
年
に
独

立
し
て
千
葉
市
で
商
売
を
始
め
現

在
と
な
っ
て
ま
す
が
、
そ
の
間
４１

歳
の
時
、
病
気
で
３
か
月
ほ
ど
入

院
し
退
院
し
て
３
年
間
ほ
ど
仕
事

が
で
き
ず
に
お
り
ま
し
た
。 

　
今
思
い
出
し
ま
す
と
、
入
院
し

て
た
時
に
一
番
思
い
出
し
た
事
は

自
分
の
ふ
る
さ
と
、
新
町
の
事
で

し
た
。
新
町
の
栄
え
て
た
時
、
鉄

興
社
、
お
ま
つ
り
、
他
の
行
事
の

こ
と
で
し
た
。 

　
そ
の
後
６０
歳
の
頃
に
役
場
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
が
「
ふ
る
さ
と
小

野
町
会
」
の
事
を
知
り
、
即
入
会

は
致
し
ま
し
た
が
一
回
目
に
参
加
し
、

そ
の
後
定
休
日
の
違
い
で
参
加
で 

き
ず
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
申
し
わ

け
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
で
き
る
だ
け
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
千
葉
支
部
の
根
本
さ
ん
に
は
行

事
の
連
絡
を
い
た
だ
き
な
が
ら
参

加
で
き
ず
に
ご
迷
惑
を
か
け
申
し

わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

は
千
葉
支
部
の
行
事
よ
り
参
加
し

て
い
く
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。 

　
ふ
る
さ
と
の
皆
々
様
に
ま
た
お

会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
年
一
回
の
ふ
る
さ
と
小

包
便
は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
お
り

関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

榎
　
本
　
征
一
郎 

（
中
通
出
身
・
千
葉
支
部
） 

  



人槽区分 

5人槽 

6～7人槽 

8～10人槽 

基数 

10基 

30基 

3基 

限度額　 

342 ,000円 

414 ,000円 

537 ,000円 

設
置
基
数
・
補
助
金
額
等
 

　
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防

止
し
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生

活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
者
に

対
し
そ
の
設
置
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
対
象
基
数
、
申
請
方

法
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。
 

　
平
成
１９
年
度
の
町
税
納
期
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。
 

　
期
限
内
納
付
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

◆
問
い
合
わ
せ
 

　
税
務
課
 

　
　
７
２
―
６
９
３
２
 

合
併
処
理
浄
化
槽
 

　
　
設
置
に
つ
い
て
 

平
成
１９
年
度
 

町
税
納
期
の
 

お
知
ら
せ
 

合
併
処
理
浄
化
槽
 

　
　
設
置
に
つ
い
て
 

平
成
１９
年
度
 

町
税
納
期
の
 

お
知
ら
せ
 

２　申請方法 
　工事業者と打ち合わせのうえ、申請してください。 
　町税等の未納者は、補助金制度が受けられません。 
◆問い合わせ　 地域整備課　　７２－６９３９ 

１　設置対象基数及び補助金額 

　
住
宅
火
災
に
お
い
て
、
就
寝
時
間

帯
の
死
者
数
が
多
く
、
逃
げ
遅
れ
に

よ
っ
て
約
７
割
の
方
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
機
を
設

置
し
、
火
災
の
早
期
発
見
、
逃
げ
遅

れ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

 

１
　
新
築
住
宅 

　
平
成
１８
年
６
月
１
日
か
ら 

２
　
既
存
住
宅 

　
平
成
２３
年
５
月
３１
日
ま
で
に
設
置 

 

※
警
報
機
の
設
置
場
所
は
、
寝
室
・ 

　
階
段
な
ど
に
煙
感
知
器
を
取
り
付

　
け
ま
す
。 

※
居
間
な
ど
で
も
普
段
寝
室
と
し
て

　
使
用
す
る
場
合
は
、
寝
室
と
し
て

　
取
り
扱
い
ま
す
。 

 

３
　
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
注
意 

●
警
報
機
の
義
務
化
に
伴
い
、
無
理

　
や
り
販
売
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い 

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ク
ー
リ

　
ン
グ
オ
フ
の
対
象
で
す 

●
購
入
す
る
場
合
は
、
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク

　
付
の
も
の
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い 

４
　
問
い
合
わ
せ 

　
最
寄
り
の
消
防
署
、
近
く
の
消
防

団
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

あ
な
た
の
家
に 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
!!
 

あ
な
た
の
家
に 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
!!
 

火
災
の
早
期
発
見
と 

 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う 

　
２
月
に
実
施
し
た
水
質
検
査
結
果
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ
　
地
域
整
備
課
　
　
７
２
―
６
９
３
６ 

水
道
水
水
質
検
査
結
果
に
つ
い
て 

水
道
水
水
質
検
査
結
果
に
つ
い
て 

　
平
成
１９
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
等
を
す
る
時
期
が
ま
い
り

ま
し
た
。 

　
４
月
初
め
に
福
島
労
働
局
か
ら

送
付
さ
れ
る
申
告
書
と
記
入
要
領

を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
い
て 

　
　
　
５
月
２１
日
ま
で
に 

最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働

基
準
監
督
署
、
労
働
局
に
お
い
て

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
福
島
労
働
局
総
務
部 

　
労
働
保
険
徴
収
室 

　
　
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
７ 

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ 
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ 

労
働
保
険
の
年
度
更
新
等
の
お
知
ら
せ 
労
働
保
険
の
年
度
更
新
等
の
お
知
ら
せ 
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※記事については、常用漢字・人名漢字で記載しております。 

　 平成19年3月1日現在 
人　口　 11，967人（△12） 
　男　　　5，746人（△16） 
　女　　　6，221人（ 4 ） 
世帯数　3，796世帯（13） 
　　（　）内は前月との増減 

　福島県現住人口調査結果から 

4
　
　
月 

5
　
　
月 

16日（月） 

17日（火） 

18日（水） 
 

19日（木） 

20日（金） 

21日（土） 

22日（日） 

23日（月） 

24日（火） 

25日（水） 

26日（木） 

27日（金） 
 

28日（土） 

 
29日（日）

 

30日（月） 

1日（火） 

2日（水） 

3日（木） 

4日（金） 

5日（土） 

6日（日） 

7日（月） 

8日（火） 

9日（水）
 

 

10日（木） 

11日（金） 

12日（土） 

13日（日） 

14日（月） 

15日（火） 

月　 日 行　　事　　名 

町税納期ご案内 

5月1日（火） 

税　目 

固定資産税 

期別 

1期 

納期限 

●組合加入でない方は、便利な口座振替えで 

　吉田　裕晃（ひろあき） 

　鈴木　大心（たいしん） 

　佐藤　　怜（れお） 

　駒木根悠斗（はると） 

鈴　木　ヨシ子 

渡　邊　直　美 

大和田　広　二 

谷　口　トシ子 

宇佐見　正　男 

山　内　真　琴 

佐　藤　ツ　ネ 

吉　田　チ　カ 

反　　町 

反　　町 

中　　通 

中　　通 

夏　　井 

夏　　井 

湯　　沢 

上羽出庭 

　4月を迎えると、桜の開花が気にな

ります。昔から日本人の暮らしに欠か

せない花として私達の生活に溶け込

んでいます。今年は暖冬で例年より早

い花見ができそうです。普段気づかな

いような小さな自然にも目を向けてみ

ようと思います。　　　　　  　（佐） 

・ 

3か月児健診・BCG予防接種（受付13：00～13：30）公立小野町地方綜合病院 

窓口業務延長19：00まで 

ちびっこおはなし会11：00～ふるさと文化の館 

参議院福島県選挙区選出議院補欠選挙投票日7：00～19：00 

 

栄養相談10：00～12：00母子健康センター 

窓口業務延長19：00まで 

 

キッズ・クラブ10：00～12：00保健福祉センター 

ヘルスアップ運動教室13：30～15：30多目的研修集会施設 

昭和の日 

小野町消防団春季検閲式9：00～多目的グラウンド 

振替休日 

窓口業務延長19：00まで 

憲法記念日 

みどりの日 

こどもの日 

おやつ教室（受付10：00～10：15）保健福祉センター 

育児教室（受付10：00～10：15）母子健康センター 

窓口業務延長19：00まで 

人権相談所開設10：00～15：00母子健康センター 

ヘルスアップ運動教室13：30～15：30多目的研修集会施設 

 

9か月児健診（受付13：30～14：30）柏原クリニック 

 

キッズ・クラブ10：00～12：00保健福祉センター 

　
３
月
１９
日
に
こ
ま
ち
ダ
ム
の
竣
工
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
野
町
の
新
し
い
名
所
が
で
き

ま
し
た
。
　
　
　
　  

（
写
真
は
福
島
県
撮
影
） 

85 

83 

87 

66 

84 

83 

84 

87

　豊　・美　恵 

和　也・香代子 

金　哉・　瞳 

健　一・優　子 

菖 蒲 谷  

皮 籠 石  

飯 豊 下  

上羽出庭 

（2月届出分） 

（2月届出分） 

行事カレンダー（4月16日～5月15日） 




